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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期第１四半期 1,201 39.7 168 190.7 147 156.4 128 150.2

2025年２月期第１四半期 859 △0.4 57 27.5 57 29.4 51 15.9

（注）包括利益 2026年２月期第１四半期 128百万円（150.2％） 2025年２月期第１四半期 51百万円（15.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期第１四半期 20.76 17.74

2025年２月期第１四半期 8.38 7.30

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年２月期第１四半期 3,343 1,414 42.3

2025年２月期 2,997 1,371 45.7

（参考）自己資本 2026年２月期第１四半期 1,413百万円 2025年２月期 1,370百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年２月期 － 0.00 － 7.00 7.00

2026年２月期 －

2026年２月期（予想） 0.00 － 10.00 10.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,000 10.9 350 33.2 340 43.1 250 6.8 40.33

１．2026年２月期第１四半期の連結業績（2025年３月１日～2025年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年２月期１Ｑ 6,198,000株 2025年２月期 6,198,000株

②  期末自己株式数 2026年２月期１Ｑ 70,542株 2025年２月期 142株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年２月期１Ｑ 6,188,391株 2025年２月期１Ｑ 6,127,858株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社、除外  －社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により緩やかな回復が続

いたものの、欧米の高い金利水準の継続や中国経済の停滞といった海外経済の減速が景気の下振れリスクとなって

おり、加えて物価上昇、人手不足による供給制約、地政学リスクの長期化、アメリカの政策動向、中東地域をめぐ

る情勢、金融資本市場の変動など、依然として景気の先行きは不透明であり、十分な注意が必要な状況が続いてお

ります。

　当社グループを取り巻く環境におきましては、2023年におけるモバイルコンテンツ関連市場は９兆5,866億円

（対前年比112％）、スマートフォン市場は２兆9,329億円（対前年比105％）、モバイルコマース市場は６兆6,537億

円（対前年比116％）と市場全体で年々成長を続けております。スマートフォン市場としては、ゲーム市場が１兆

4,532億円（対前年比100％）、電子書籍市場が5,046億円（対前年比106％）、動画・エンターテイメント市場が

5,260億円（対前年比112％）、音楽コンテンツ市場も2,033億円（対前年比110％）と前年比で増加しております

（一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム調べ、2024年８月現在）。

　当該ゲーム市場には多くのスマートフォンゲームが投入され、競争が激化しており、より高品質のゲームを投入

するために開発費が増加する傾向にあります。また、電子書籍市場においても、インターネット上の小説等をコン

テンツ化するビジネスモデルに多くの競合他社が参入しており、その作品確保の競争が激化しています。さらに、

動画・エンターテインメント市場及び音楽コンテンツ市場においても、消費者ニーズの多様化に伴う構造変化に晒

されています。

　このような事業環境の中、当社グループは総合エンターテインメント企業として、エンタメIPの創出・取得とそ

れらのクロスメディア展開を加速させ、事業の多角化と収益力向上に注力して参りました。

　当第１四半期累計期間のIP事業におきましては、オンラインくじサービス『くじコレ』、女性顧客向けオンライ

ンくじサービス『まるくじ』は前連結会計年度に引き続き、人気IPとのコラボレーションを数多く行うなど積極的

に展開し、当社グループの業績を牽引いたしました。また、ゲームサービスにおいては、Nintendo Switch等で当

社オリジナルIPタイトルや、当社保有のレトロゲームタイトル復刻版の販売、欧米市場に向けたライセンスアウト

により、当社グループの収益に貢献いたしました。

　出版事業におきましては、コミック作品数の増加により、紙出版・電子書籍共に売上が大きく伸び、目標どおり

進捗いたしました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,201,479千円（前年同四半期比39.7％増）、営業利益は

168,014千円（前年同四半期比190.7％増）、経常利益は147,565千円（前年同四半期比156.4％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は128,452千円（前年同四半期比150.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は3,343,419千円となり、前連結会計年度末に比べ345,865千円の

増加となりました。これは主に売掛金や仕掛品が減少したものの、現金及び預金が増加したことによるものであり

ます。

　負債合計は1,928,528千円となり、前連結会計年度末に比べ302,193千円の増加となりました。これは主に未払法

人税等や契約負債、返金負債が減少したものの、借入金が増加したことによるものであります。また、純資産合計

は1,414,890千円となり、前連結会計年度末に比べ43,672千円の増加となりました。これは主に自己株式の増加が

あったものの、当第１四半期連結累計期間が親会社株主に帰属する四半期純利益となり利益剰余金が増加したこと

によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第１四半期連結累計期間の業績は、通期業績予想に対して高い進捗率となっておりますが、現時点では、2025

年４月14日に公表した予測値から変更はありません。今後、業績予想の修正が必要となった際にはすみやかに開示

いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2025年２月28日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年５月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,767,927 2,084,654

売掛金及び契約資産 575,875 555,013

商品及び製品 52,651 45,185

仕掛品 141,857 109,478

原材料及び貯蔵品 51 40

前払費用 100,446 144,589

未収入金 24,799 24,773

未収消費税等 1,359 -

預け金 - 58,422

その他 55,414 49,048

貸倒引当金 △19,894 △19,894

流動資産合計 2,700,488 3,051,311

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 7,654 7,476

工具、器具及び備品（純額） 4,862 5,029

有形固定資産合計 12,516 12,506

無形固定資産

ソフトウエア 6,545 5,389

その他無形固定資産 2,050 1,900

のれん 76,450 74,539

無形固定資産合計 85,046 81,828

投資その他の資産

投資有価証券 5,000 5,000

関係会社株式 25,283 25,283

敷金及び保証金 34,010 34,010

繰延税金資産 121,414 121,414

その他 13,793 12,065

投資その他の資産合計 199,502 197,773

固定資産合計 297,065 292,108

資産合計 2,997,553 3,343,419

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2025年２月28日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年５月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 236,994 267,473

短期借入金 237,400 224,800

１年内返済予定の長期借入金 196,267 286,328

未払金 66,900 67,202

未払費用 9,933 10,332

未払法人税等 48,075 19,110

未払消費税等 39,016 32,682

契約負債 181,279 122,254

預り金 21,645 21,952

賞与引当金 11,129 23,089

情報利用料引当金 1,939 1,850

返金負債 84,322 64,016

未払配当金 179 2,387

その他 3 1,063

流動負債合計 1,135,087 1,144,543

固定負債

長期借入金 489,637 782,374

資産除去債務 1,610 1,610

固定負債合計 491,247 783,984

負債合計 1,626,335 1,928,528

純資産の部

株主資本

資本金 23,373 23,373

資本剰余金 741,621 741,621

利益剰余金 605,333 690,400

自己株式 △135 △41,530

株主資本合計 1,370,193 1,413,865

新株予約権 1,025 1,025

純資産合計 1,371,218 1,414,890

負債純資産合計 2,997,553 3,343,419
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年３月１日

至　2024年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年３月１日

至　2025年５月31日）

売上高 859,872 1,201,479

売上原価 354,317 470,084

売上総利益 505,555 731,394

販売費及び一般管理費 447,762 563,379

営業利益 57,793 168,014

営業外収益

受取利息 1 20

為替差益 2,048 -

その他 58 32

営業外収益合計 2,108 53

営業外費用

支払利息 2,354 5,514

為替差損 - 14,640

支払手数料 - 165

その他 - 181

営業外費用合計 2,354 20,502

経常利益 57,546 147,565

税金等調整前四半期純利益 57,546 147,565

法人税、住民税及び事業税 6,210 19,113

法人税等合計 6,210 19,113

四半期純利益 51,336 128,452

親会社株主に帰属する四半期純利益 51,336 128,452

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年３月１日

至　2024年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年３月１日

至　2025年５月31日）

四半期純利益 51,336 128,452

四半期包括利益 51,336 128,452

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 51,336 128,452

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　（自己株式の取得）

　当社は、2025年４月14日開催の取締役会において、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について以下のとおり決議し、自己株式を70,000株

（41,395千円）取得いたしました。また、当社の従業員に対して割り当てた株式の400株を無償取得いたしまし

た。この結果、当第１四半期連結累計期間において、自己株式が70,400株（41,395千円）増加しております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年３月１日

至　2024年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年３月１日

至　2025年５月31日）

減価償却費 1,838千円 2,235千円

のれんの償却額 －〃 1,911〃

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額は次のと

おりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　当社グループはエンターテインメントサービス事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はし

ておりません。
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